
 

１．実践研究

高高齢齢者者のの運運動動教教室室でで、、  

見見たた目目のの変変化化ををエエビビデデンンスス化化すするるたためめのの試試みみ  
 

 
関根 歩* 

位髙 駿夫* 
 

抄録 
 

運動教室の参加がそれぞれの健康へのベネフィットがあることは明らかであるが、参

加しない人も多い。運動指導者は無関心層にベネフィットを伝える際により視覚的な姿

勢の変化を伝えることができれば、参加者を増やしていく要素を増やすことができる。

しかし、これまで、客観的なデータを取りにくい姿勢は検証されてこなかった。そこで

本研究は、実際の運動教室への参加によって、体力や心理的な面の変化とともに、通常

の姿勢、歩行時の姿勢がどの程度変化するかについて全対象者の写真や動画データから

明らかにすることを目的とした。対象は高齢者 21 名とし、参加者を介入群と非介入群

に分け、体力測定と質問紙調査、通常時姿勢撮影と歩行姿勢撮影および解析を実施した。

その結果、運動教室の参加による体力および心理的なデータの改善効果は認められなか

った。また、運動教室のベネフィットを伝えるような通常時姿勢および歩行姿勢の変化

を明らかにすることはできなかった。本研究では、対象者の特性や運動介入期間などの

影響も考察され、今後は研究デザインの構築や期待する改善への効果的な運動メニュー

の構築と実施を促すことも考えていかなくてはならない。 
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１．はじめに

 
運動教室への参加が、体力の向上に寄

与することは明らかである。そのため、ロ

コモティブシンドロームやフレイル予防

などの観点から、地域において、運動教室

が数多く実施されている。近年は、入院期

間も短くなり、早期に日常生活に戻り、身

体活動を送ることが重要とされており、

高齢者においても多くの場合、運動と身

体活動の実施が求められる。そして、多く

の人がそのことを理解しつつあると認識

している。 
しかしながら、運動教室を実際に開催

すると、参加者の数が課題となる。具体的

には、一部の運動愛好者からの評価は高

い運動教室であるが、運動の実施に無関

心な人、いわゆる無関心層への働きかけ

方が課題となっている。すなわち、運動の

実施及び体力の維持・向上に対する考え

方が二極化しつつある。現在は、運動の実

施は身体や健康にいい影響があるとわか

っていても実施しない人に、どのように

実施させるかを考えていかなくてはいけ

ない。そのような人たちに対して、運動の

ベネフィットを伝えていく際に、直接的

に可視化しにくい健康診断受診項目（体

重、血糖値、脂質、中性脂肪等）よりも見

た目となる項目の変化を伝えることがで

きるほうが、参加のニーズが高まるので

はないかと考えた。例えば、「歩き方が若

返った」「姿勢によって、年齢より若く見

える」などの効果を提供していくことが

行動変容しやすい可能性があると考えた。

しかしながら、運動教室の参加によって、

見た目が変わるというエビデンスはほと

んどなく、実際には誇大広告とも思われ

かねない。最もいいデータのみを開示す

るため、実際の改善効果などについて明

確にできていない可能性が考えられる。

運動教室の介入は、客観的な体力データ

や心理データへの効果は自明であるが、

主観的な動画や写真などでのデータは積

み重ねられていない。さらに、その客観的

なデータと主観的なデータの相関などに

ついても、ほとんど検討されておらず、エ

ビデンス化されていない。 
そこで本研究は、実際の運動教室への

参加によって、体力や心理的な面の変化

とともに、通常の姿勢、歩行時の姿勢がど

の程度変化するかについて全対象者の写

真や動画データから明らかにすることを

目的とした。 
 
 
 
２．方法

 
（１）対象者 
一般的な高齢者 21 名（男性 1 名・女性

20 名）とした。対象者は、これまで研究

者らが主催した別の運動教室や体操教室、

講座などに参加のある者に加えて、藤沢

市内へのポスティングを通じて募集した。 
対象者は、運動教室に参加する介入群

15 名（男性 1 名・女性 14 名）と運動教

室に参加せず 2 回の測定のみに参加する

非介入群 6 名（全員女性）に分類した。分

類は、本人の希望とし、ランダムな割付で

は行うことはできなかった。非介入群は、

2 回の参加によって謝金を得られる状況

であった。 
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なお、本研究における分析対象は、事前、

事後の両方の測定会に参加した介入群

（男性 1 名・女性 14 名）と非介入（女性

5 名）のうち、女性のみで検討することと

した。新型コロナウイルス感染症やそれ

に伴う体調不良などによって、2 回の測定

に参加できない者が発生した。 
説明文書を用いて、研究目的、介入内容

と方法、個人情報の管理、研究への参加が

自由意志であり不参加による不利益を得

ないこと、同意の撤回、質問の自由等、説

明が必要な事項について、十分な説明を

行った。その上、研究参加の同意を書面に

て得た上で、研究を実施した。本研究にお

いては、通常時姿勢撮影などによって、顔

が映るため、その点に関する確認および

説明も入念に行った。 
 
（２）開催場所 
本研究に関わる測定及び運動指導は、

神奈川県藤沢市における貸会議室（新堀 
ライブ館・〒251-0052 神奈川県藤沢市藤

沢 93）で実施した。 
 
（３）期間中のスケジュール 
本研究における全体スケジュールは、

2022 年 9 月 1 日に事前測定（Pre）とし

て体力測定および姿勢撮影と質問紙調査

を実施した。その後、翌週の 2022 年 9 月

8 日から 11 月 3 日を除いて、毎週、運動

指導を実施し、参加者は原則毎回参加し

た。その後、2022 年 11 月 24 日に事後測

定（Post）として体力測定および姿勢撮影

と質問紙調査を実施した。 
 

（４）測定方法 

身長（InLab・株式会社インボディ・ジ

ャパン）、体組成（InBody Dial H20N・株

式会社インボディ・ジャパン）、30 秒椅子

立ち上がり（CS-30）、握力（竹井機器工

業株式会社）の測定と通常時姿勢撮影お

よび歩行姿勢撮影および解析（株式会社

日立ハイテク）を実施した（図 1）。 

 

図 1 測定会場のイメージ 
 

体組成測定は、測定前に身長の計測を

行った後、上着などを着用しない状態で、

インピーダンス式の体組成計を用いて、

体重、体脂肪率、筋肉量の測定を行った。

30 秒椅子立ち上がりと握力は一般的な体

力測定の実施方法によって実施した。 
通常時姿勢撮影は、格子状の背景の前

で、正面と横から撮影を行った。現場の環

境などのため、バイオメカニクス的な手

法が取れず、距離などについてはできる

だけ、Pre と Post で同じ位置でとれるよ

うに工夫した。 
歩行姿勢撮影および解析は、日立ハイ

テク社製のKinectカメラによる撮影から

解析したスティックピクチャーによって

データを得た。なお、全ての関節や歩行の

点数化はすでにプログラムされた内容で

算出された（図 2）。 

 

 

図 2 歩行姿勢測定の風景 
 

最後に、自作のアンケート用紙におい

て、プロフィールおよび国際標準化身体

活動質問票の一部の項目、運動の行動変

容ステージ、運動に対するセルフエフィ

カシーの調査、姿勢の満足度などについ

ての調査を行った。 
 
（５）運動教室の内容 

運動教室は、11 月 3 日を除いた 9 月 8
日から 11 月 17 日までの 11 週間で 9 回

受講させた。なお、9 月 29 日と 10 月 6
日はどちらかの任意参加とし、1 回に 2 時

間、できるだけ手厚い指導を行った。特に、

初回に実施した測定結果から、それぞれ

の歩行姿勢を振り返り、改善する課題を

明確し、トレーニング内容などの提供を

より個別化した形で実施した。 
具体的な運動指導の内容として、最初

の 15 分を椅子でストレッチ体操したの

ちに、次の 20 分で立位で歌いながら体操

を 7 曲程度実施した。その後、適宜休憩

を取ったのちに、15 分程度の各自の筋力

トレーニング、最後 10 分でストレッチ体

操および整理体操の順で実施する内容を

メインとした。 

 
（６）統計 

得られた量的なデータは平均値±標準偏

差で示した。統計学的な有意差検定には、

エクセル統計 2020（株式会社社会情報サ

ービス）を用いた。 
得られた量的なデータは、介入群と非

介入群に分類した状態で、測定前後のデ

ータに対して、二元配置分散分析を実施

した。事前測定時の年齢と身長について

は t 検定を行った。また、アンケート調

査項目などについては、対象者数が少な

かったため、人数と割合を算出した。統

計分析の有意水準はそれぞれ5%未満とし

た。 
通常時姿勢および歩行姿勢について

は、データを集約し、管理した。 
 

 
３．結果

 
本研究の分析対象者のグループ別のプ

ロフィール及び体力測定データについて

は、表 1 にまとめたが、二元配置分散分

析では、有意な差は認められなかった。し

かしながら、事前測定時の年齢に関する t
検定の結果、p 値は 0.047 であり、有意な

差は認められ、非介入群の対象者の年齢

が若い傾向が確認された。  
また、対象者の運動教室参加前後の各

関節の痛みに関しても調査したが、運動

教室の参加によって、その変化について

も二元配置分散分析では、有意な差は認

められなかった。 
通常時姿勢撮影の前後比較において、

本研究においては、全ての対象者の通常
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本研究においては、全ての対象者の通常
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姿勢を正面と横から撮影を行ったが、バ

イオメカニクス的な手法を用いていない

為、視覚的な判断となるが、極端に大きな

変化を示す対象者はいなかった。本研究

において、明確な改善のある人がいなか

ったため、顔が映っている点を考慮して、

利用の同意は得られているが、本稿には

掲載しないこととした。しかしながら、デ

ータは提出し、閲覧できるように対応し

た。また、歩行時の動画について、脚の動

きや左右の揺れなどが変わった者もいた

が、ご自身での変化などは理解しておら

ず、現在、体力などとの関連性を検証して

いる。本動画についても、全てをデータで

提出した。

４．考察

 
運動教室の実施によって、通常時姿勢

や歩行姿勢の変化について、視覚的に明

らかにすることができるのかについて検

証した。 
その結果、一般的に変化も予測される

形態・体力などの身体的な側面と心理的

な面に好影響が確認されなかった。また、

通常時姿勢や歩行姿勢も、一般の人が広

告的に期待されるような変化のあるデー

タは検出されなかった。本研究は、視覚的

な改善が確認される通常時姿勢や歩行姿

勢を明らかにするための取組みで、それ

らの検出によって、運動によるベネフィ

ットを伝えられるようにしていく、新し

い取り組みではあったが、現在のところ

明らかにできなかった。今後はさらなる

検証の中で、動画の視るべきポイントを

関節角度などの変化などの算出などから

検討していくことを予定している。さら

に、それらの変化と CS-30 の関連性につ

いて、相関分析を行うなどの検証もして

いくことが必要である。 
高齢者は、加齢に伴う運動機能の全般

的な低下によって、歩行機能も低下する。

特徴として、高齢になるにつれて、体力な

どのばらつきが大きくなることが報告さ

れており、歩き方は総合的な表現型とし

て、体力の影響が表れると考えられてい

る。そのため、下肢の筋力である CS-30
の変化と歩行姿勢の変化が関連している

可能性が高いと考えられるが、これまで

の研究期間で明らかにすることができて

いない。 
理論で予測される体力の向上に伴う歩

行姿勢の変化を明らかにすることによっ

て、運動教室のベネフィットを伝えるこ

とができるため、今後も検証を続けてい

くことができると考えている。 
一方で、本研究の限界として、3 ヶ月の

介入期間は短く、1 年程度、計測して追っ

ていくことも必要かと思われる。また、治

療中の疾患や痛みなどによって影響して

いる可能性があり、長期的な実施をして

いくことで、加齢にあらがった変化を明

らかにできる可能性に期待したいと考え

ている。さらに、研究として実施した本事

業の参加者が、これまでも運動教室等に

参加経験のある者が多くなったことも変

化を検出しにくくなったと推察される。

新規の参加者を獲得する術がなかなか見

つからなかったのが実情であった。最後

に、対象者の介入の有無も対象者の意思

によって強制することができなかったこ

 

とにより、平均年齢に 10 歳以上の差が出

たことにより変化も確認しにくくなった。

65 歳以上の高齢者というくくり以上の区

分での実施を今後検討しなくてはならな

い。 
 
 
５．結論

 
本研究では、実際の運動教室への参加

によって、体力や心理的な面の変化とと

もに、通常の姿勢、歩行時の姿勢がどの程

度変化するかについて全対象者の写真や

動画データから明らかにすることを目的

とした。その結果、運動教室のベネフィッ

トを伝えるような通常時姿勢および歩行

姿勢の変化を明らかにすることはできな

かった。体力の変化が本研究では少なく、

より長期的な介入が求められる可能性が

考えられた。加齢に伴う体力低下および

歩行姿勢の悪化を検出するとともに、そ

の対策と運動教室がなるかどうかについ

て今後、検討していくことが有用である

と考えられた。 

本研究は、令和４年度健康・体力づくり事業

財団の助成金を受けて実施しています。 
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表表 11 各各群群のの体体力力測測定定のの変変化化にに関関すするるデデーータタ  

 介介入入群群      非非介介入入群群   
p 値 

 Pre Post  Pre Post 

年年齢齢((歳歳))  78.3 ± 8.3 －  68.0 ± 10.6 － 0.047 

身身長長((ccmm))  154.9 ± 6.2 －  157.3 ± 5.5 － N.S. 

体体重重((kkgg))  51.4 ± 10.7 51.2 ± 10.3  50.5 ± 6.8 50.6 ± 6.1 N.S. 

体体脂脂肪肪率率((%%))  28.3 ± 9.3 29.3 ± 7.4  25.5 ± 10.2 26.8 ± 9.2 N.S. 

筋筋肉肉量量((kkgg))  18.9 ± 3.3 18.9 ± 2.9  19.9 ± 2.4 19.6 ± 2.4 N.S. 

右右手手握握力力((kkgg))  20.4 ± 5.0 18.1 ± 4.7  22.4 ± 5.4 19.5 ± 4.9 N.S. 

左左手手握握力力((kkgg))  19.0 ± 4.8 16.1 ± 4.7  20.2 ± 6.5 16.2 ± 5.8 N.S. 

CCSS--3300((回回))  16.2 ± 2.3 19.3 ± 3.6  19.8 ± 1.9 21.6 ± 4.6 N.S. 

※年齢と身長は t 検定、体重、体脂肪率と筋肉量は二元配置分散分析の p 値を記載 

 

 

 

 
表表 22 各各群群のの各各部部位位のの痛痛みみにに関関すするる調調査査デデーータタ  

 介介入入群群      非非介介入入群群   
p 値 

 Pre Post  Pre Post 

肩肩  1.8 ± 2.4 1.2 ± 1.3  1.4 ± 1.5 0.6 ± 0.9 N.S. 

腰腰  3.1 ± 3.1 2.7 ± 2.8  3.0 ± 3.5 2.2 ± 4.4 N.S. 

膝膝  2.4 ± 2.4 2.1 ± 2.1  3.0 ± 4.1 3.0 ± 3.7 N.S. 

股股関関節節  1.5 ± 2.0 1.9 ± 2.6  0.2 ± 0.4 1.0 ± 1.2 N.S. 

※二元配置分散分析の p 値を記載  

 

表表 33 各各群群のの生生活活おおよよびび姿姿勢勢のの満満足足度度にに関関すするる結結果果  

ああななたたはは今今のの生生活活ににどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか？？   

  満足 
している 

まあ 
満足している やや不満だ 不満だ 不明 

介介入入群群  Pre 2 人(18.2%) 9 人(81.8%) 0 0 0 

  Post 1 人(8.3%) 11 人(91.7%) 0 0 0 

非非介介入入群群  Pre 0 5 人(100%) 0 0 0 

  Post 0 5 人(100%) 0 0 0 

ああななたたはは自自分分のの立立っったた時時のの姿姿勢勢ににどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか？？  

  満足 
している 

まあ 
満足している やや不満だ 不満だ 不明 

介介入入群群  Pre 1 人(9.1%) 4 人(36.4%) 4 人(36.4%) 1 人(9.1%) 1 人(9.1%) 

  Post 1 人(8.3%) 6 人(50.0%) 3 人(25.0%) 1 人(8.3%) 1 人(8.3%) 

非非介介入入群群  Pre 0 1 人(20.0%) 4 人(80.0%) 0 0 

  Post 0 1 人(20.0%) 3 人(60.0%) 1 人(20.0%) 0 

ああななたたはは自自分分のの歩歩いいてていいるる時時のの姿姿勢勢ににどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか？？  

  満足 
している 

まあ 
満足している やや不満だ 不満だ 不明 

介介入入群群  Pre 1 人(8.3%) 5 人(41.7%) 5 人(41.7%) 1 人(8.3%) 0 

  Post 2 人(16.7%) 4 人(33.3%) 4 人(33.3%) 1 人(8.3%) 1 人(8.3%) 

非非介介入入群群  Pre 0 1 人(20.0%) 3 人(60.0%) 0 1 人(20.0%) 

 Post 0 2 人(40.0%) 3 人(60.0%) 0 0 

 

 

70 令和 4年度健康・体力づくり事業財団研究助成



 

表表 11 各各群群のの体体力力測測定定のの変変化化にに関関すするるデデーータタ  

 介介入入群群      非非介介入入群群   
p 値 

 Pre Post  Pre Post 

年年齢齢((歳歳))  78.3 ± 8.3 －  68.0 ± 10.6 － 0.047 

身身長長((ccmm))  154.9 ± 6.2 －  157.3 ± 5.5 － N.S. 

体体重重((kkgg))  51.4 ± 10.7 51.2 ± 10.3  50.5 ± 6.8 50.6 ± 6.1 N.S. 

体体脂脂肪肪率率((%%))  28.3 ± 9.3 29.3 ± 7.4  25.5 ± 10.2 26.8 ± 9.2 N.S. 

筋筋肉肉量量((kkgg))  18.9 ± 3.3 18.9 ± 2.9  19.9 ± 2.4 19.6 ± 2.4 N.S. 

右右手手握握力力((kkgg))  20.4 ± 5.0 18.1 ± 4.7  22.4 ± 5.4 19.5 ± 4.9 N.S. 

左左手手握握力力((kkgg))  19.0 ± 4.8 16.1 ± 4.7  20.2 ± 6.5 16.2 ± 5.8 N.S. 

CCSS--3300((回回))  16.2 ± 2.3 19.3 ± 3.6  19.8 ± 1.9 21.6 ± 4.6 N.S. 

※年齢と身長は t 検定、体重、体脂肪率と筋肉量は二元配置分散分析の p 値を記載 

 

 

 

 
表表 22 各各群群のの各各部部位位のの痛痛みみにに関関すするる調調査査デデーータタ  

 介介入入群群      非非介介入入群群   
p 値 

 Pre Post  Pre Post 

肩肩  1.8 ± 2.4 1.2 ± 1.3  1.4 ± 1.5 0.6 ± 0.9 N.S. 

腰腰  3.1 ± 3.1 2.7 ± 2.8  3.0 ± 3.5 2.2 ± 4.4 N.S. 

膝膝  2.4 ± 2.4 2.1 ± 2.1  3.0 ± 4.1 3.0 ± 3.7 N.S. 

股股関関節節  1.5 ± 2.0 1.9 ± 2.6  0.2 ± 0.4 1.0 ± 1.2 N.S. 

※二元配置分散分析の p 値を記載  

 

表表 33 各各群群のの生生活活おおよよびび姿姿勢勢のの満満足足度度にに関関すするる結結果果  

ああななたたはは今今のの生生活活ににどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか？？   

  満足 
している 

まあ 
満足している やや不満だ 不満だ 不明 

介介入入群群  Pre 2 人(18.2%) 9 人(81.8%) 0 0 0 

  Post 1 人(8.3%) 11 人(91.7%) 0 0 0 

非非介介入入群群  Pre 0 5 人(100%) 0 0 0 

  Post 0 5 人(100%) 0 0 0 

ああななたたはは自自分分のの立立っったた時時のの姿姿勢勢ににどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか？？  

  満足 
している 

まあ 
満足している やや不満だ 不満だ 不明 

介介入入群群  Pre 1 人(9.1%) 4 人(36.4%) 4 人(36.4%) 1 人(9.1%) 1 人(9.1%) 

  Post 1 人(8.3%) 6 人(50.0%) 3 人(25.0%) 1 人(8.3%) 1 人(8.3%) 

非非介介入入群群  Pre 0 1 人(20.0%) 4 人(80.0%) 0 0 

  Post 0 1 人(20.0%) 3 人(60.0%) 1 人(20.0%) 0 

ああななたたはは自自分分のの歩歩いいてていいるる時時のの姿姿勢勢ににどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか？？  

  満足 
している 

まあ 
満足している やや不満だ 不満だ 不明 

介介入入群群  Pre 1 人(8.3%) 5 人(41.7%) 5 人(41.7%) 1 人(8.3%) 0 

  Post 2 人(16.7%) 4 人(33.3%) 4 人(33.3%) 1 人(8.3%) 1 人(8.3%) 

非非介介入入群群  Pre 0 1 人(20.0%) 3 人(60.0%) 0 1 人(20.0%) 

 Post 0 2 人(40.0%) 3 人(60.0%) 0 0 
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表表 44 各各群群のの運運動動のの行行動動変変容容スステテーージジととセセルルフフエエフフィィカカシシーーにに関関すするる結結果果  

現現在在、、健健康康のの維維持持・・増増進進やや楽楽ししみみ等等ののたためめにに運運動動ややススポポーーツツをを行行っってていいまますすかか。。   

  無関心期 関心期 準備期 実行期 維持期 

介介入入群群  Pre 1 人(10.0%) 0 4 人(40.0%) 0 5 人(50.0%) 

  Post 1 人(8.3%) 0 0 0 11 人(91.7%) 

非非介介入入群群  Pre 1 人(20.0%) 0 2 人(40.0%) 0 2 人(40.0%) 

 Post 0 0 1 人(20.0%) 0 4 人(80.0%) 

少少しし疲疲れれてていいるる時時ででもも、、定定期期的的にに運運動動ややススポポーーツツををすするる自自信信ががあありりまますすかか  

  全く 
そう思わない 

あまり 
そう思わない 

どちら 
でもない ややそう思う はっきり 

そう思う 
介介入入群群  Pre 0 5 人(%) 2 人(16.7%) 4 人(33.3%) 1 人(8.3%) 

  Post 0 0 2 人(16.7%) 9 人(75.0%) 1 人(8.3%) 

非非介介入入群群  Pre 0 0 1 人(20.0%) 2 人(40.0%) 2 人(40.0%) 

  Post 0 1 人(20.0%) 1 人(20.0%) 2 人(40.0%) 1 人(20.0%) 

ああままりり気気分分がが乗乗ららなないい時時ででもも、、定定期期的的にに運運動動ややススポポーーツツををすするる自自信信ががあありりまますすかか。。  

  全く 
そう思わない 

あまり 
そう思わない 

どちら 
でもない ややそう思う はっきり 

そう思う 
介介入入群群  Pre 1 人(8.3%) 3 人(25.0%) 3 人(25.0%) 4 人(33.3%) 1 人(8.3%) 

  Post 0 2 人(16.7%) 3 人(25.0%) 6 人(50.0%) 1 人(8.3%) 

非非介介入入群群  Pre 0 0 1 人(20.0%) 3 人(60.0%) 1 人(20.0%) 

 Post 0 1 人(20.0%) 1 人(20.0%) 2 人(40.0%) 1 人(20.0%) 

忙忙ししくくてて時時間間ががなないい中中ででもも、、定定期期的的にに運運動動ややススポポーーツツををすするる自自信信ががあありりまますすかか。。  

  全く 
そう思わない 

あまり 
そう思わない 

どちら 
でもない ややそう思う はっきり 

そう思う 
介介入入群群  Pre 1 人(8.3%) 4 人(33.3%) 1 人(8.3%) 5 人(41.7%) 1 人(8.3%) 

  Post 0 1 人(8.3%) 2 人(%) 9 人(75.0%) 0 

非非介介入入群群  Pre 0 0 0 4 人(80.0%) 1 人(20.0%) 

 Post 0 1 人(20.0%) 0 3 人(60.0%) 1 人(20.0%) 

ああままりり天天気気がが良良くくなないい時時ででもも、、定定期期的的にに運運動動ややススポポーーツツををすするる自自信信ががあありりまますすかか。。 

  全く 
そう思わない 

あまり 
そう思わない 

どちら 
でもない ややそう思う はっきり 

そう思う 
介介入入群群  Pre 1 人(8.3%) 3 人(25.0%) 1 人(8.3%) 6 人(50.0%) 1 人(8.3%) 

  Post 0 1 人(8.3%) 4 人(33.3%) 6 人(50.0%) 1 人(8.3%) 

非非介介入入群群  Pre 0 0 1 人(20.0%) 2 人(40.0%) 2 人(40.0%) 

  Post 0 1 人(20.0%) 0 3 人(60.0%) 1 人(20.0%) 
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